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本研究の目的は、 視覚障害のある幼児 ・児童 ・ 生徒の発達段階に応 じ た防災に関す る行動 と、 各教科等におけ る防災教

育に関する指導内容の関連を図り 、 防災教育の系統性を整理し て示すこ と である。 そのために、 特別支援学校 (視覚障害) 

の幼稚部から高等部に在籍す る、 単一障害及び重複障害の幼児 ・ 児童 ・ 生徒 を想定 し て、 防災に関す る行動 を発達段階順

に示す 「防災に関する項目別行動要素一覧」 と各教科等における防災教育に関する指導内容を示す 「防災教育の学部段階

別指導内容一覧」 を作成 し た。 ま た、 各一覧を対応 させるこ と によ っ て、 発達段階と教育課程と の整合性を図り 、 防災教

育に係る系統性を検討 し た。 発達段階と各教科の系統性に応 じ た防災教育の体系 を整理 し て示 し たが、 防災教育そのもの

の系統性と、 体系的に行う 必要がある学校教育での防災教育には直ll齬が生 じ る可能性が示唆 さ れた。 そ し て、 こ のこ と が

学校におけ る防災教育の発展 を妨げる一 因である と考察 さ れた。 
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1 . 研究の背景と本研究の目的

近年来、 我が国は大規模な震災に見舞われてき た。 ま

た、 台風、 記録的な豪雨によ る水害や土砂災害、 火山の

噴火や降灰によ る被害、 豪雪によ る被害な ど、 毎年様々

な災害が発生し ている。 こ のよ う に多発する災害を生き

抜 く ためには、 災害等に対する知識や対処能力 を子供の

頃から身に付けてお く こ と が、 この国に居住 し、 生活 し

てい く 上での必須の条件であり 、 児童 ・ 生徒等 を対象 と

し た学校におけ る防災教育は不可欠のものと さ れてい る

( 中央防災会議, 2003)。

と こ ろで、 通常、 生き てい く ために必要な情報の80% 
以上は、 視覚 を通し て入手 し てい る と言われてい る (情
報機器編集委員会, 1972) 。 視覚障害によ り 、 情報入手

の手段が限定 さ れてい る こ と は、 災害時の行動 ・ 心理に

大き な影響を及ぼすものと推察さ れる。 日本盲人福祉委

員会 (2013) によ ると、 東日本大震災によ る視覚障害者

の犠牲者はほぼ110名と 推定 さ れてい る。 こ の数は犠牲

者総数18,550名の約0.6% と なり 、 視覚障害者の対人口比

0.3% の約 2 倍 に相当す る。 ま た、 停電にな っ た地域に

住む視覚障害者の多 く は災害の状況をつかめず、 避難の

情報を入手で き なかっ た (中村, 2016) と いう 報告や視

覚障害のある子 どもは状況判断ができず、 極度の不安状

態に陥り 、 体が硬直 し て一人では動け なかっ た (安田, 
2016) と いう ケースが報告 さ れてい る。 視覚障害者は、

室内 ・ 室外、 避難経路な ど、 あら ゆる周囲環境が激変す

る災害時に想像を超えた厳 しい状況に追い込まれる。 そ

のため、 特別支援学校 (視覚障害) におけ る防災教育で

は、 防災に関する基本的事項に加え、 適切な行動や避難

するための援助依頼、 情報の入手方法等についても指導

する必要がある。 こ れらの内容については、 障害の状態

や発達段階、 経験の程度等によ っ て、 多岐にわた るこ と

が予想 さ れる。

学校教育においては、 学習指導要領等を基準と し た教

育課程等が編成さ れている。 現行学習指導要領 (2008年、

2009年改訂) では、 改訂のポイ ン ト と し て、 「安全に関

する学習の充実」 「安全教育の充実」 が掲げら れ、 防災

教育に関す る内容についても増加がみら れた。 また、 新

学習指導要領 (2017年公示) におけ る改定のポイ ン ト と

し て 「防災 ・ 安全教育な どの充実」 「自然災害に関する

内容」 な どが挙げら れてい る。 と こ ろで、 学習指導要領

は、 昭和33年 (1958年) の改訂によ って、 学問と しての

系統性を重視する 「系統主義」 へと方針が変化 し ている。 

こ こ で、 防災を学問の側面から捉え てみると、 防災には

広範囲の分野を含んだ総合性が窺え る。 学習指導要領に

おけ る各教科の系統性に基づいた単元構成は、 防災の総

合性と合致し ないこ と が予想 さ れ、 そこ に学校におけ る

防災教育の系統性に関す る課題が生 じてい ると考え ら れ

る。

学校におけ る防災教育は、 各学校において作成 さ れた

教育課程に則 っ て行う 必要がある。 また、 障害の状態や

発達段階等を踏まえ た防災教育 を適切な指導計画の下に

行う ためには、 系統性に基づいた体系 を示すこ と が必要

である。 本研究では、 視覚障害のある幼児 ・ 児童 ・ 生徒

の発達段階に応 じ た防災に関す る行動と 、 各教科等にお

け る防災教育に関する指導内容の関連を図り 、 防災教育

の系統性を整理して示すこ と を目的と する。 そのために、

特別支援学校 (視覚障害) の幼稚部から高等部に在籍す

る、 単一障害及び重複障害の幼児 ・ 児童 ・ 生徒を想定 し

て、 防災に関する行動を発達段階順に示す 「防災に関す

る項目別行動要素一覧」 (以下、 行動要素一覧) を作成
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する。 また、 学習指導要領等に示 さ れてい る各教科等の

指導内容から防災教育に関する内容を抜粋し、 学部段階

ごと に再配列 を行い、 「防災教育の学部段階別指導内容

一覧」 (以下、 指導内容一覧) に整理する。 

11. 「防災に関する項目別行動要素一覧」 について

「行動要素一覧」 は、 防災に関する知識や技能を身に

付け るために必要な行動 を項目別、 発達段階順に示すも

のであ る。 以下 5 つの手続き によ り 、 作成を行 っ た。

手続き①行動要素の選定

手続き②発達段階の区分設定

手続き③行動要素の分類

手続き④行動要素一覧 (試案) の作成

手続き⑤行動要素の配列に関する検証

なお、 「行動要素一覧」 作成手続き を Fig. 1に示す。 

手続き①行動要素の選定

手続き 動要素の分

ループワーク によ る分類作業

類似する行動要素のカ テ ゴリ ー分類

カ テ ゴリ ー内の細分化

カ テ ゴリ ー名の付与

カ テ ゴリ ー内の行動要素を5段

手続き

項目の設

動要素一 覧 (試案) の作成

2グループの

列

を図 り 、 項目 を設

行動要素の配列 : 項目に行動要素を分類

各項日の行動要素を5段

手続き 動要素の配列に関する検証
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各資料から、 「 (災害種等) の時、 (すべき行動) をす

る」 な ど、 防災に関す る具体的な行動の記述であるこ と

を選定基準と し て、 計156の行動要素を筆者が選定 し た。

行動要素の選定に使用 した資料を Table t に示す。 

Table 1 行動要素の選定に関する使用資料

学校におけ る防災教育の手びき

新潟県防災教育プロ グラ ム

学校における防災教育の手引

高知県安全教育プロ グラ ム

幼稚園 ・ 保育園のための
防災ハン ドブ ッ ク

子 ども と一緒に防災の本

視覚障害者のための防災 ・ 避難
マニユアル一報告書一

みんなで知つ得 [助かる ] [助ける ] 
視覚障害者のための防災 ・ 避難
マニ ュアル

視覚障害者の理解及び災害に関す
る知識のための参考資料

秋田県教育委員会
(2013)

新潟県教育委員会
(2014)

長野県教育委員会
(2013)

高知県教育委員会
(2013)

社団法人土木学会
(2006)

坂本廣子 (2013) 

社会福祉法人日本
盲人会連合 (2012) 

社会福祉法人日本
盲人社会福祉施設
協議会 (2012) 

社会福祉法人日本
盲人福祉委員会

(2012) 

分かりやすい 「自立活動」 領域の
捉え方と 実践 

香川邦生 (2015) 

に配列

2 . 発達段階

手続き①で選定し た 「行動要素」 を発達段階に応 じて

配列す るため、 香川 (2015) が作成 し た5段階の発達段

階 (Table 2) を用いるこ と と し た。 香川は、 自立活動

におけ る行動要素 を配列す るために、 こ の発達段階を用

い た。

Table 2 5 段階の発達段階

< 
視 障害児教 の視点によ る検証 

各項目の行動要素分類について 

5段階の配列について
覚障 児に適 さ ない内容の有無

「防災に関する項目別行動要素一覧」

Fig. 1 「行動要素一覧」 作成手続き

1 . 使用資料

以下 4 つの観点から使用資料の検索を行 った。

・ 防災教育の指導内容を発達段階別に示し ている

・ 幼稚園 ・ 保育所等での防災教育について示し ている

・ 視覚障害者の防災対策や避難について示 し てい る

・ 視覚障害児の移動指導について発達段階別に示 し て

い る

なお、 防災教育を発達段階別に示 し ている資料の検索

にあたっては、 文部科学省 x 学校安全 「都道府県 ・ 政令

市教育委員会作成資料一 覧」 (https://anzenkyouiku.mext 
go jp/todoufuken/index.html) を使用 した。 

0歳から3歳程度
第1段階 

模倣によ る感覚運動的行動 を行 う

一 ル 4歳から6歳ごろ2段階
表象や概念を行動の枠組みと して使用

_ 7歳から9歳ごろ3段階 
直感的な認知から分析的な認知へと移行

10歳から14歳ごろ
第4段階 具体的な行動の枠組みを抽象化 ・ 一般化

抽象的な思考ができ る

15歳以降
第5段階 主体的行動が完成 し、 調和の取れた行動が自

然に行われ る

出典 : 分かりやすい 「自立活動」 領域の提え方と
実践 (香川邦生, 2015) 

3 . 行動要素一覧における区分と項目

2 つの グルー プにおい て、 手続き③によ る行動要素の

分類 を行 っ た。 なお、 グループは以下の通り 編成 し た。

a : 特別支援学校の現職教員である大学院生 4 名
b : 防災教育に関連する研究を行っ てい る大学院生、

若 し く は、 防災に関す る分掌業務経験のある現職

教員である大学院生 4 名
各 グループによ る分類結果 を基に、 分類や発達段階の
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一致率及びカ テ ゴリ ー名の妥当性を検証し、 4 区分と 7 
項日に分け るこ と ができ た (Table 3) 。 防災に関する 7 
項目と 5 段階の発達段階に156 の行動要素 を筆者が配列

し、 「行動要素一覧 (試案)」 を作成した。 その後、 特別

支援学校 (視覚障害) の教員 3 名と視覚障害児教育の視

点から検証を行い、 「行動要素一覧」 を作成し た。 

Table 3 行動要素一覧における区分及び項目

1 . 使用資料

指導内容の選定に使用 し た資料を Table 4 に示す。 

Table 4 指導内容の選定に関する使用資料
幼稚園教 要領
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文部科学省 (2017a) 
小学校学習指導要領 文部科学省 (2017b) 
中学校学習指導要領 文部科学省 (2017c) 
高等学校学習指導要領 文部科学省 (2009a) 
特別支援学校小学部 ・ 中学部学習 立 、 ..

文部科子省 (2017d)
指導要領

特別支援学校高等部学習指導要領 文部科学省 (2oo9b) 区分 項目

知識に関する区分

身 を守る行動に関する区分

災害への対応に関す る区分

生活に関する区分

A 危険に関する知識

B 安全対策のための知識

c 避難行動

D 災害時の行動

E 備え

F 情報の収集 ・ 活用

G 援助依頼 ・ 避難後の生活

4 . 「防災に関する項目別行動要素一覧」 の使い方

「行動要素一覧」 は、 防災に関する知識や技能を身に

付け る ために必要な行動 を、 発達段階順に示 し たも ので

あ る。 様々な活用が想定でき るが、 エ ク セルデー 夕を用

いた活用方法の一例を以下に示す。

① 「行動要素一覧」 で示 し た行動要素は、 必ずし も、

すべての幼児 ・ 児童 ・ 生徒に必要な要素ではない。

必要で ない と 判断 さ れる行動要素につい ては、 そ

のセルを塗り つぶ し、 対象児の行動要素 と し ては

対象外とする。

② 対象児の行動観察や実態把握に基づいて、 身に付

け るこ と が求めら れる行動要素 をチ ェ ッ ク ( v' ) す
る。 チ ェ ッ ク さ れた行動要素 を相互に関連付け て、

指導の目標や内容を決定する際の参考と する。

※ チ ェ ッ ク し た行動要素は、 別 シー ト にま と めて表

示 さ れる。 その際、 「指導内容一覧」 において対応

する指導内容の番号が合わせて表示さ れる。

5 . 考察

「行動要素一覧」 を作成し、 防災に関する行動を発達

段階順に示 し た。 しかし、 学校教育は教育課程に則 っ て

行う 必要があるため、 「行動要素一覧」 の内容だけ を取

り扱う 時間の設定は難しい現状がある。 学校において防

災教育 を行う ためには、 学習指導要領等におけ る防災に

関する指導内容との関連を図る必要があると考え ら れる。 

m. 「防災教育の学部段階別指導内容一覧」について

「指導内容一覧」 は、 学習指導要領等に示さ れている

防災教育の指導内容を教科 ・ 領域別、 学部段階順に示す

ものである。 以下 3 つの手続き によ り 、 作成を行 っ た。

①指導内容の選定

②防災教育の目標と ねらいの配列

③指導内容の配列

各資料から、 次のいずれかに合致す るこ と を選定基準

と し て、 各教科等におけ る防災教育の指導内容を筆者が

選定し た。

・ 「『生き る力』 を育む防災教育の展開 (第 2 章 6 学
習指導要領等におけ る主な防災関連記述) 」 (文部科

学省, 2013) に記載があるこ と。

・ 城下 ・ 河田 (2007) が、 防災教育に関する用語と し

て示した 「災害」 「防災」 「地震」 「津波」 「火災」 の

いずれかの語を含むこ と。

その結果、 各学部において、 以下の領域。 教科等にお

いて防災教育の指導内容が含まれていた。 各学部の領域 ・ 

教科を Table 5 に示す。

Table 5 各学部の領域 ・ 教科等

学部 領域 ・ 教科

幼稚部

小学部

小学部
(知的障害) 

人間関係, 健康, 言葉

道徳, 特別活動, 生活, 社会, 理科, 体育

道徳, 特別活動, 生活, 体育

立 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 技術 ・ 家庭,
中子部 

保健体育

中学部 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 職業 ・ 家庭, 
(知的障害) 保健体育

高等部 特別活動, 社会, 理科, 家庭, 保健体育

高等部 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 家庭,
(知的障害) 保健体育

2 . 防災教育の目標と ねらい

文部科学省 (2013) によ る、 「『生き る力』 を育む防災

教育の展開」 では、 校種 ごと に防災教育の目標が示 さ れ

てい る。 また、 防災教育のねらいについ ては、 3 つの項

目 「 ア 知識、 思考 ・ 判断」 「イ 危険予測 ・ 主体的な行

動」 「ウ 社会貢献 ・ 支援者の基盤」 ごと に示さ れている。 

「指導内容一覧」 の作成においては、 こ こ で示 さ れてい

る校種 ごと の目標と ねらい を用い るこ と と し た。

3 . 指導内容の配列

防災教育に関す る指導内容を、 教科 ・ 領域ごと、 各学

部の年齢及び学年順に配列を行っ た。 なお、 特別支援学

校 (知的障害) におけ る指導内容については、 教科ごと、

各学部の段階順に配列 を行った。

4 . 「防災教育の学部段階別指導内容一覧」 の使い方

「指導内容一覧」 は、 防災教育に関する指導内容を、

教科 ・ 領域ごと、 各学部の年齢及び学年順に配列 し たも

のである。 以下の手順によ っ て防災教育に関する指導計
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画を作成するこ と によ っ て、 教育課程への位置付け を明

確に し た防災教育が展開でき る ものと 思われる。

① 指導計画を作成する対象学部の年齢及び学年、 あ

るいは対象学部の段階におけ る各教科等の指導内

容にチェ ッ ク ( v' ) し、 該当する指導内容を抽出す

る。

② 避難訓練等の学校行事と各教科等における指導内

容の関連、 各教科等間におけ る指導内容の関連を

検討する。

③ ②におい て検討 し た結果 を も と に、 各教科等の指

導時期、 配当時間数などを指導計画に明示する。 

5 . 考察

「指導内容一覧」 を作成し、 学習指導要領等に示さ れ

ている防災教育に関する指導内容を、 教科 ・ 領域ごと、

各学部の年齢 ・ 学部及び段階順に整理し て示 し た。 こ れ

により 、 該当年齢 ・ 学年及び段階の指導内容を包括的に

把握するこ と が可能と な る。 しかし、 防災教育そのも の

を体系的に示 し てい るわけ ではない。 そのため、 内容に

関し て十分に取り扱う こ とができたと し ても、 防災教育

の系統的な指導には直結し ないこ と が示唆 さ れた。 

IV. 「行動要素一覧」 と 「指導内容一覧」 の関連

1 . 目的

学校教育におけ る防災教育は、 発達段階を踏まえ ると

と も に、 教育課程に沿っ て系統的に行われる必要がある。 

そこ で、 防災に関する行動と各学年 ・ 段階ごと の各教科

等におけ る指導内容を対応させ、 発達段階と教育課程と

の整合性について検討するこ と を目的 と する。

2 . 方法

各一覧の対応に際し、 「行動要素」 及び 「指導内容」

には、 そ れぞれ固有の番号 を付記 し た。 その上で、 以下

の観点によ り 関連性を検討 し た。

・ 教育要領及び学習指導要領の 「内容の取扱い」 にお

いて、 「指導内容」 と具体的な行動 (「行動要素」 に

該当) の関連が示 さ れてい るこ と。

・ 「指導内容」 を学習するこ と によ って、 「行動要素」

を身に付け るこ と ができ る と 考え ら れるこ と。

3 . 結果

検討結果に基づき、 対応する 「行動要素」 及び 「指導

内容」 を各一覧に示 し た。 但 し、 関連の見ら れなかっ た

ものは、 空欄と し た。 自立活動、 総合的な学習の時間の

指導内容と関連が見ら れる場合は、 「 ( 自活等) 」 「 (総合

等) 」 と 記 し、 避難訓練や特別活動全般に関連が見ら れ

る場合は、 「 (訓練等)」 「 (特活等)」 と記した。

「行動要素一覧」 の内容を Table 6-1~ 7 に示す。 な

お、 表中における指導内容 ・ 指導内容 (知的障害) 欄の

表記は、 以下の通り と する。 

学部 : 幼稚部= 幼、 小学部= 小、 中学部= 中、

高等部= 高
年齢 : 3 歳児~ 5 歳児= 3 ~ 5
学年 : 1 学年~ 6 学年= 1 ~ 6 

Table 6-1 防災に関する項目別行動要素一覧

知識に関する区分

A 危険に関する知識 指導内容 
指導内容 

(知的障害) 
1段階 

2段階 
火災の際に、 火 ・ 熱 ・ 煙に注意す 
る必要があ る こ と を知 る 

*小避d 小1 生a 

揺れによ っ て室内の物が倒れた り 
落 ちた り す るこ と を知 る 

*小避d 
*中3避a 小2生b 

揺れによ っ て、 ガラ ス破損の恐れ 
があ る こ と を知 る 

*中3避a 小2生b 

雪の上を歩き、 雪質の違い を体感 
す る 

小1 ・2体a 
小3 ・4体a 

小1体c 
小2体b 
中1 保a 

3段階 
揺れによ る室内状況の変化 を想定 
す る 

*中3避a 中1家b 
中1 家d 

揺れによ っ て、 ブロ ッ ク塀や建物 
が倒壊す る恐れがあ る こ と を知 る 

*中2避a 

揺れによ っ て、 電柱が倒れた り 、 
電線が切れた り す る可能性がある 

こ と を知る 
*中2避a 

切れた電線に触ると感電 して しま 
う こ と を知 る 

*中2避a 
中保a *中2避a 

地震の後押 し寄せて く る波が 「津 
波」 で ある こ と を知 る 

* 小避g 
中理a 高1 理b 

津波の高さ を調べて実感する 中社c 高1 理b 
大き な揺れの後には津波 を予想す 
る 

*小避f 
* 小避g 高1 理b 

雪の冷た さや重 さ によ る危険性 を 
実感する 

小3 ・ 4体a 高1 理b 

屋根等の上から落 ちて く る雪の危 
険性 を知る 

中保a 高1 理b 

台風の動き方や被害について知る 
小5理b 
中理c 

中2理a 
高1 理b 

災害発生時に起こ リ得るけがにつ 
いて考える 

小5 ・ 6体G 
中保a 

中1保c 
中2保c 

4段階 雪によ る災害の種類と特徴を知る 
中理d 
中理e 
高理c 

高2理b 

雪の性質から、 どのよ う な災害が 
起こ るかを考え る 

中理d 
中理e 
高理o 

高2理b 

大雨で洪水が発生 した時の危険性 
を知 る 

小5理a 
中理e 高2理b 

土砂災害の種類と 特徴を知る 
中理e 
高理c 高2理b 

火山が引き起こ す災害を知る 

小6理a 
中理b 
中理e 
高理b 
高理c 

高2理b 

震度ごと の状況や発生する被害状 
況 を想定す る 

*中1避a 高2理b 

災害の発生時期、 場所によ る特徴 
を知 る 

小5社b 
高社a 高1社d 

二次災害の危険 を知る (余震、 火 
災、 津波、 土砂災害等) 中保b 高1 社d 

停電になっ た場合の危険性 を考え 
る 

(総合等) 

地震によ る生活イ ン フ ラ (電気、 
水道等) の被害 を知る 

(総合等) 

5段階 
災害時に どのよ う なス ト レスが生 
じ るか を知 る 

*高避b 

災害時にはネ ッ ト ワーク が寸断 さ 
れ、 障害が出る可能性がある こ と 
を知 る 

(総合等) 
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知識に関する区分

B 安全対策のための知識 指導内容l (灘基) 
1段階 l 
2段階 

火災報知機のベル音や緊急地震速 
報の音 を知 る 

*幼3避b 

3段階 警報や注意報について知る 小5理b 

安全に避難するための備え を知る 中保b 小3生a 

家具の転倒 ・ 落下防止、 ガラ スの 
飛散防止等の重要性 を理解する 

中家c 中2家b 
中2家g 

学校内 を歩き、 地震発生時の危険 
箇所 を探す 

小1 ・2生a 

冬の通学路における危険に気付 く 
小1 ・ 2生a 

中保d 

登下校中の危険箇所に気付 く 
小1 ・ 2生a 

中保d 

近く の高い場所 を知る *小特b 
4段階 津波浸水想定図から、 避難の必要 

性 を知 る 
中社d 
高社b 

場所や状況 (建物内外、 交通機 
関、 エ レベーター等) に合った避 
難行動を知る 

中保d 

地震災害の被害を防 ぐための備え 
を知 る 

高理a 中2社c 

防災行政無線の役割 を知る 小5社a 高2社o 
災害の発生時期、 場所に応 じた身 
の守 り方 を考える 

中保d 

災害時の基本的な応急手当の方法 
について理解する 

中保c 
高保b 

揺れに対する事前の対策や備え、 
津波に対する迅速な避難な ど適切 
な対応 をすれば被害を軽減でき る 
こ と を理解する 

中保b 
高理a 
高保a 

災害時に危険だと 思われる場所 
(ブロ ッ ク塀等) や避けた方が良い 
橋、 階段な どを把握す る 

高保a 

地域の地図 を見て、 どこ へ、 どの 

よ う に逃げるか考え る 
中社d 
高社b 高2社d 

災害時における、 避難場所までの 
安全なルー ト を選択する 

高保a 

校区にある高台や避難場所等まで 
の経路を複数把握する 

高保a 

雪道での歩きやすさから、 避難経 
路 を考え る 

高保a 

5段階 災害時に生 じ るス ト レス を和 らげ 
るた めの方法 を知 る 

高保b 

災害時には意思決定 を迫られる場 
面がある こ と を理解 し、 事前に対 

応 を考えてお く 
*高避o 

避難所等までの道順 をルー ト マ ッ
プに書いて、 問題点等を整理 し対 
応策 を考える 

高社b l 

身を守る行動に関する区分

C 避難行動 指導内容l (灘書) 
1段階 白宅や教室な どよ く 知つてい る室 

内 を介助者 と一緒に歩く 
(自活等) 

自宅や教室な どよ く 知つてい る室 
内 をスムーズに移動す る 

(自活等) 

2段階 
介助者や友人と手をつないで移動 
す る 

小1 . 2体bl 小1体a 
l 小2体a 

介助者と手をつなぎ、 足元の状況 
を理解 し ながら安全に移動する 

小3 ・4体bl 小2体c 

自宅や学校の部屋から部屋へと 自 
由に移動す る 

(自活等) 

教室から避難場所までの経路 を実 
際に歩行す る 

*小避a 

校内の様々な場所から、 避難場所 
ま での経路 を実際に歩行す る 

*小避a 

地域の高い場所 (津波避難場所) に 
行 く 

*小特b 
小5 ・ 6体a 

中1保a 
中2保a 
中2保b 
高1 保a 
高2保a 

3段階 
介助者と共に周囲の状況 を理解 し 
ながら安全に移動する 

小5 ・ 6体b 

白杖等を有効に活用 し、 周囲の状 
況を理解 しながら、 介助者と共に 
安全に移動する 

*中特c 

白杖等の基礎的操作法を身に付け 
る 

(自活等) 

避難場所まで歩き、 避難経路や所 
要時間 を知る 

*小特b 

津波が起こ り そ う な と き はす ぐに 

高い場所に逃げる 
*中避b 

指示 を聞いて避難場所に移動する *中避b 

4段階 
介助者 と共に、 自分の歩いてい る 
場所や位置を理解 しながら移動す 
る 

*中特c, *高特e 

足元の悪い道で も、 介助者の肘 ・ 
肩 ・ 背中な どにつかま り ながら安 
定して移動する 

(自活等) 

教室から避難場所までの経路 を地 
図で確認 し、 実際に移動する 

(自活等) 

校内の様々な場所から避難場所ま 
での経路を地図で確認 し、 実際に 
移動する 

(自活等) 

近所のよ く 知つてい る場所に行 く 
と きに、 安全なルー ト を選択す る 

(自活等) 

白杖の色々な操作法や活用法を身 
に付け安全で能率的な歩行技術を 
体得する 

(自活等) 

よ く 利用する道路の周囲の状況や 
避難所や公共施設等の場所 を理解 
する 

(自活等)l 高1社c 

よ く 利用す る駅やデパー ト な どの 

構造 を理解する 
(自活等) l 高1社c 

近く の人に介助を依頼 し、 一緒に 
移動す る 

(自活等) 

5段階 バリ エー シ ョ ンの異なる通学ルー
ト を複数利用する 

(自活等) 

近 く の人に尋ねた り援助 を依頼 し 
た り し ながら、 道路の状況に応 じ 

た適切な コース を選択 し て移動す 
る 

(自活等) 

状況に合った白杖の応用的な使い 
方 をす る 

(自活等) 
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Table 6-4 防災に関する項目別行動要素一覧 Table 6-5 防災に関する項目別行動要素一覧

身を守る行動に関する区分

D 災害時の行動 指導内容l (灘書) 

1段階 大人に抱っ こ で しがみつ く *幼避a 

大人の背中におんぶで しがみつ く *幼避a 小2体a 
小3体a 

2段階 火災の際にハンカチ を鼻、 口に当 
て る 

幼健a 
*幼4避d 
*幼5避c 

小1 生a 

異変 ( 不快な匂いや音なども含む) 
を感 じた ら、 近 く の大人に伝え る 

幼言a 小3生c 
高1 社a 

災害発生時教員の話を しっ かり と 
聞 く 

*幼4避a 
幼言a * 

防災頭巾やヘルメ ッ ト の着用に慣 
れる 

(訓練等) 

防災頭巾をかぶっ て安全に歩行す 
る 

(訓練等) 

防災頭巾 ・ ヘルメ ッ ト を自分でか 
ぶ る 

(訓練等) 

ライ フ ジヤケ ツ ト の着用に慣れる (訓練等) 

指示に従っ て頭を抱えて丸 く な る 
姿勢 をと る 

*幼4避c 
*幼5避a 
*幼5避b 

小1 ・2体a 

小1体c 
小3体a 

指示に従っ て机の下な どの空間に 
入 る 

*幼4避c 
*幼5避a 
*幼5避b 

小1 体c 

指示に従っ て、 教員の近 く に集ま 
る 

*幼4避c 
*幼5避a 
*幼5避b 

小1 ・2体a 

小1体c 

緊急地震速報を聞いた ら、 頭 を抱 
えて丸く な る姿勢をと る 

*幼4避b 
*幼5避b 
*小避e 

小3生b 

揺れを感 じた ら、 頭 を抱えて丸く 
な る姿勢をと る 

*幼5避d 
*小避e 小3生b 

揺れ を感 じた ら、 机の下な どの空 

間に入 る 
*幼5避d 
*小避e 小3生b 

持ち物や身近な物 (上着、 かば 
ん、 絵本な ど) で頭 を守る 

*幼5避d 
* 小避e 小3生b 

3段階 災害発生時、 放送の内容を しっ か 
り と 聞 く 

*小避c 

ライ フ ジヤケ ツ ト の着用方法を知 
る 

(訓練等) 

ラ イ フ ジャケ ッ ト を自分で着る (訓練等) 

緊急地震速報を聞いた ら、 机の下 
な どの空間に入 る 

* 中避a 

机の下に潜 り 、 脚 を持っ て、 机が 
動かないよ う にす る 

* 小避d, *中2避a 

棚や窓な ど物が落ちてき そ う な場 
所から離れる 

* 小避d, *中2避a 

屋外では周囲に何もない中央部に 
集 ま る 

* 小避d, *中2避a 

揺れを感 じた ら、 倒壊す る恐れの 
あるブロ ッ ク塀や建物から離れて 
自分の身を守る 

*中2避a 

学校設置の警報、 テ レ ビ、 ラ ジ
オ、 携帯電話等の報知音の違い を 
知り 、 どの音で も避難行動 をと る 

*中1避a 

揺れがお さ ま ってから行動する *中2避a 
4段階 場所や状況に合っ た落ち着いた避 

難行動を と る 
* 中避b, * 高避a 

どのよ う な時間帯 ・ 場所 ・ 状況に 
おいて も、 自ら的確に判断 し、 適 
切な避難行動をと る 

*中避b, *高避a 

公共交通機関等に乗車時は急停車 
から身 を守 り 係員の指示に従っ て 

行動する 
*中避b, *高避a 

5段階 l 

災害への対応に関する区分

E 備え 指導内容l (議盤) 

1段階 
非常時持 ち出 し袋に安心でき る も 
の (好き なお も ちややお菓子な ど) 
を入れる 

(特活等) 

2段階 備蓄品や非常食を食べる * 小特b 中2家e 

簡易な食器で備蓄品や非常食を食 
べる 

* 小特b 中2家e 

非日常の体験をす る (学校や野外 
での食事や宿泊な ど) 

*小特b 
* 中特c 

中1 家a 
中2家a 

家族の連絡先 (携帯電話の番号等) 
を覚え る 

*小特a 高1 家a 

3段階 非常持ち出 し袋の置き場所 を確認 
す る 

*小特a 

備蓄品や非常食の食べ方 を知る 
(開封の仕方、 調理方法 : 水 を注 
いで待つな ど) 

*中特o 中2家f 
高1 家c 

自宅近 く の避難場所 を確認する 
小3社b 
小4社a 

小1 生d 
小2生d 
中1 社c 

自分や家族の避難場所を確認する 
小3社b 
小4社a 中1社c 

家族が離ればなれになっ た時の連 
絡の取り 方について確認す る 

中家b 中2家d 

災害用伝言ダイ ヤルの使い方 を疑 
似体験する 

*小特a 中2家d 

4段階 非常持ち出 し袋に入れる必要のあ 
る も のを考え る 

*中特a 

市販 されているライ フ ライ ンの代 
用品を知る 

*中特a 高2家c 

家庭ででき る備え (家具の配置や 
固定、 非常時持ち出 し袋、 備蓄な 
ど) を考え る 

中家c 
中家d 高2家c 

家族や身近な人と具体的な避難方 
法、 避難経路な ど を話 し合 う 

中家b 高2家a 

家庭ででき る備え (非常時持ち出 
し袋、 備蓄な ど) を行 う 

* 高特a 

5段階 ライ フ ライ ンの代用品を作成する *高特a 
家庭ででき る備え (家具の配置や 
固定な ど) を行 う 

高家c l 

段階 (知的障害) : 1 段階~ 3 段階= 1 ~ 3
領域 : 人間関係= 人、 健康= 健、 健康 (避難訓練) = 避、

言葉= 言
教科 : 特別活動= 特、 特別活動 (避難訓練) = 避、 生活=

生、 社会= 社、 理科= 理、 技術 ・ 家庭= 家、 職業 ・

家庭= 家、 体育= 体、 保健体育= 保
通し番号 : a~ g
※指導内容と指導内容(知的障害) で共通の内容に関し て

は、 「 * 」 を記 し てい る。

4 . 考察

各一覧の内容を対応 させる こ と によ っ て、 発達段階と

教育課程と の整合性 を図 る ガイ ド ラ イ ンと な る可能性が

見出 さ れた。 し かし、 行動要素と指導内容の対応におい

て、 行動要素の 5 段階区分と指導内容の対象年齢 ・ 学年

に、 一部歯 解が生 じた。 原因 を明ら かに し て、 解消 を図

る必要があ る。 



特別支援学校 (視覚障害) における防災に関する行動要素及び指導内容一覧の作成 205

Table 6-6 防災に関する項目別行動要素一 覧 Table 6-7 防災に関する項目別行動要素一覧

災害への対応に関する区分

F 情報の収集 ・ 活用 指導内容 
指導内容 

(知的障害) 

1段階 

2段階 テ レ ビやラ ジオの災害情報 を聞く 小5理b 

3段階 地震の後には、 テ レ ビやラ ジオの 
放送、 防災放送に気を付ける 

小4社b 

携帯ラ ジオの使用方法を知り、 実 
際に使用する 

(特活等) 

防災放送の音声がどこ から聞こ え 
て く るのか把握 し、 聞こ える範囲 
を確認する 

(総合等) 

携帯電話やパソ コ ンの使用に慣れ 
る 

(総合等) 

4段階 テ レ ビやラ ジオで災害情報 を聞 
き、 内容を把握する 

小5理b 

イ ン ターネ ッ ト で災害情報 を聞 
き、 内容を把握する 

中社e 

災害に関 して、 イ ン タ ーネ ッ ト で 

の情報検索を行 う 
中社e 

防災関連アプ リ ケーシ ョ ンや災害 
情報提供サー ビスな ど を利用す る 

中社e 

SNSについて学び、 災害発生時を 
含む緊急時の安否確認方法と して 
の可能性について考える 

中社e 

地域や行政の支援体制を確認する 
中社a 
中社b 
高家a 

中2社b 
高2社d 

視覚障害者団体等の福祉団体を知 
り 、 利用す る 

*中特d 
*高特f 

中2社b 
高2社d 

5段階 医療機関や福祉サー ビス事業者に 
緊急時の対応について相談する 

*高特a 

地域の視覚障害者団体や社会福祉 
協議会等の福祉団体を利用 し、 要 
援護者名簿に登録する ( ※登録方 
法は地域に よ る) 

高家a 

行政によ るメ ール配信サー ビス等 

を知り、 必要に応 じて登録する 
中社e 

使いやすい防災関連アプリ ケー
シ ョ ンや災害情報提供サー ビス を 
見付け、 情報の引 き出 し を決める 

中社e 

地域や行政の組織と共に、 必要な 
体制づ く り を日指 した主体的な行 
動 を と る 

高家b 

V . ま と め

1 . 「行動要素一覧」 によ る体系の整理

防災に関する行動要素を類似する内容ごと に分類し、

項目名を付与するこ と によ っ て、 各行動要素の目的 を明

確に し て示 し た。 しかし、 全156の行動要素中、 発達区

分 1 段階に該当する行動要素は 5 と非常に少ない。 今後

は、 各校の取り 組みから見識を得て行動要素を再検討 し、

改めて体系 を整理 し てい く 必要がある。

2 . 「指導内容一覧」 における防災教育の系統性

「指導内容一覧」 の作成によ って、 防災に関する指導

内容は、 複数の教科におい て取り 扱いがあ る も のの、 配

当 さ れてい る学年は教科によ っ て異な っ てい る こ と が明

ら かと な っ た。 学習指導要領において、 各教科に関 し て

は系統性に基づいた単元構成がな さ れてい る。 一方、 複

数の教科によ る指導内容を内包し ている防災教育には総

発災後の生活に関する区分

G 援助依頼 ・ 避難後の生活 指導内容 
指導内容 

(知的障害) 

1段階 

2段階 

3段階 避難所の役割や機能を知る 
中社a 
中社b 小3生e 

4段階 近く の人に依頼 し、 文宇情報や状 
況 を教えて も ら う 

*高特e 

エ コ ノ ミ ーク ラ ス症候群に注意す 
る必要 を知 る 

*中特b 
高1保c 
高2保c 
高2理a 

避難所におけ るス ト レス を知る *中特b 高1保c 
高2保c 

避難所におけるス ト レスの対処法 
を考え る 

*高特b 
*高特d 高2保c 

避難所での感染症の予防について 
考える 

*高特b 
*高特d 高2保c 

避難所で想定される困難やその対 
応について考える 

*高特b, *高特d 

災害時に支援が必要で ある こ と を 
理解 し、 必要な支援 を想定する 

* 高特b, * 高特d 

自宅避難の際に起こ リ 得る状況 を 
想定 し、 対応 を考える 

* 高特b, * 高特d 

避難所での移動や支援物資の受け 
取 り な ど必要な援助 を依頼す る 

*高特e 

避難所での貼り紙情報などを適宜 
読み上げて も ら える よ う 依頼す る 

*高特e 

2次避難所 ( 福祉避難所) の存在を 
知 り 、 利用 を考え る 

*中特a 

仮設住宅や借り上げ住宅の制度 を 
知る 

*中特a 

5段階 仮設住宅や借り上げ住宅における 
課題 を考える 

*高特o 

災害時に支援が必要で ある こ と を 
理解 して も らい、 必要な支援を依 
頼でき るよ う、 周囲に働きかける 

*高特c l 高2社a 

自治会や視覚障害者団体等のネ ッ
ト ワーク を活用 し、 自宅避難時に 

も援助物資を手に入れる方法を知 
る 

*高特o 

合性があり 、 各教科の指導内容だけでは系統性について

捉え るこ と はでき ない。 防災教育そのも のの系統性と、

体系的に行う 必要がある学校教育での防災教育には、歯ll 
船が生 じ る可能性がある。 こ のこ と が学校におけ る防災

教育の発展 を妨げる一 因であると考え ら れる。 
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